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情
報
社
会
、
情
報
技
術
、
情
報
格
差
な
ど
情
報
と
い
う
言
葉
が
氾
濫
し
て
い
る
。
こ
の
言
葉
は
中
国
か
ら
導
入
さ
れ
た
漢

語
の
よ
う
で
あ
る
が
、
明
治
時
代
初
期
に
軍
部
が
発
行
し
た
『
野
外
演
習
軌
典
』『
陸
戦
条
約
』
な
ど
に
登
場
す
る
日
本
で
発

明
さ
れ
た
言
葉
で
あ
る
。
現
在
の
と
こ
ろ
明
治
九
年
に
翻
訳
出
版
さ
れ
た
『
仏
國
歩
兵
陣
中
要
務
実
地
演
習
軌
典
』
に
登
場

す
る
情
報
と
い
う
訳
語
が
最
古
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
れ
は
巧
妙
な
言
葉
で
あ
る
。
情
報
に
は
二
種
の
内
容
が
あ
る
。
第
一
は
事
務
通
信
や
制
御
通
信
の
よ
う
に
社
会
の
構
造

を
維
持
す
る
情
報
、
第
二
は
流
行
音
楽
や
新
聞
記
事
の
よ
う
に
多
数
の
人
間
に
共
有
さ
れ
社
会
の
状
況
を
伝
達
す
る
情
報
で

あ
る
。
明
治
時
代
の
翻
訳
が
意
図
し
た
か
は
不
明
だ
が
、
前
者
が
「
報
」
、
後
者
が
「
情
」
と
情
報
の
二
重
の
意
味
を
統
合
し

た
言
葉
で
あ
る
。 

 

現
在
の
問
題
は
情
報
分
野
で
日
本
が
出
遅
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
報
」
の
分
野
で
は
、
行
政
手
続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用

比
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
一
位
の
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
は
八
〇
％
近
い
が
、
日
本
は
最
下
位
の
七
％
強
で
し
か
な
い
。
中
学
校
で

の
情
報
手
段
利
用
教
育
に
つ
い
て
五
〇
カ
国
の
比
率
で
は
、
一
位
の
デ
ン
マ
ー
ク
が
約
九
〇
％
で
あ
る
の
に
日
本
は
四
九
位

の
一
八
％
で
あ
る
。 

 

ス
イ
ス
の
研
究
機
関
が
毎
年
発
表
す
る
世
界
六
三
カ
国
の
情
報
社
会
の
順
位
で
も
日
本
は
一
〇
年
前
の
二
〇
位
か
ら
低

落
し
、
昨
年
は
二
九
位
で
あ
る
。
こ
の
状
況
も
反
映
し
、
よ
り
広
範
な
項
目
を
集
計
し
た
国
家
の
順
位
で
は
、
一
九
九
〇
年

代
に
は
一
位
で
あ
っ
た
日
本
は
最
近
で
は
三
〇
位
前
後
に
低
迷
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
情
報
社
会
へ
の
出
遅
れ
を
意

味
し
て
い
る
。 

 

「
情
」
の
分
野
の
出
遅
れ
の
一
例
は
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
作
家
の
作
品
の
言
語
で
あ
る
。
一
九
〇
一
年
以
来
、

一
一
九
名
の
作
家
が
受
賞
し
て
い
る
が
、
日
本
か
ら
は
わ
ず
か
二
名
で
し
か
な
く
、
言
語
の
比
率
で
は
一
一
位
で
あ
る
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
発
祥
の
表
彰
制
度
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
科
学
技
術
分
野
と
比
較
し
て
日
本
が
劣
勢
で
あ
る
こ
と
は
否
定

で
き
な
い
。 

 

さ
ら
に
最
近
で
は
「
情
」
と
「
報
」
を
統
合
す
る
こ
と
の
重
要
さ
が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
政
府

は
二
〇
〇
六
年
に
国
力
増
進
の
た
め
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
（
科
学
・
技
術
・
工
学
・
数
学
）
教
育
を
重
視
す
る
目
標
を
設
定
し
た
が
、

三
年
後
に
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
Ａ
（
芸
術
）
を
追
加
し
、「
情
」
の
分
野
も
兼
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
方
針
に
拡
大

し
て
い
る
。 

 

残
念
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
時
期
か
ら
日
本
は
反
対
の
方
向
に
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
ず
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
の
段
階
で
は

工
学
と
理
学
の
分
野
で
博
士
課
程
に
進
学
す
る
学
生
が
急
速
に
減
少
し
は
じ
め
た
。
二
〇
〇
四
年
の
五
三
〇
〇
人
が
頂
点
で
、

最
近
で
は
三
七
〇
〇
名
と
三
割
も
減
少
し
て
い
る
。
欧
米
諸
国
に
比
較
し
て
人
口
あ
た
り
の
博
士
号
取
得
者
も
半
分
以
下
で

あ
る
。 

 

こ
こ
数
年
、
大
阪
医
科
大
学
と
大
阪
薬
科
大
学
、
東
京
工
業
大
学
と
東
京
医
科
歯
科
大
学
の
統
合
な
ど
大
学
の
統
合
が
増

加
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
理
系
の
大
学
の
統
合
で
あ
り
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
が
象
徴
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
＋
Ａ
の
統
合
は
登
場
し
て

い
な
い
。
明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
、
巨
大
な
変
化
を
し
た
世
界
へ
の
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。 

 

工
業
技
術
の
西
欧
と
の
格
差
を
自
覚
し
た
明
治
政
府
は
大
臣
の
給
与
に
匹
敵
す
る
高
給
で
外
人
教
師
を
招
致
し
て
高
等

教
育
を
推
進
す
る
と
同
時
に
、
学
制
発
布
に
よ
っ
て
初
等
教
育
を
充
実
し
て
き
た
。
そ
の
効
果
に
よ
り
日
本
は
世
界
有
数
の

工
業
国
家
へ
と
発
展
で
き
た
。
し
か
し
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
が
社
会
を
牽
引
す
る
時
代
へ
の
対
応
は
大
幅
に
出
遅
れ
、
世
界
の

中
位
が
現
状
で
あ
る
。
根
本
か
ら
の
改
革
が
必
要
で
あ
る
。 


